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外部評価委員会
　①第一回外部評価委員会の実施
　　日　時：2006年10月28日（土）10：00～11：30
　　場　所：なにわ・大阪文化遺産学研究センター２階　会議室
　＜外部評価委員＞
　井上　　宏氏（関西大学名誉教授／㈳生活文化研究所「上方研究の会」代表）
　永井　芳和氏（読売新聞大阪本社編集委員）
　森　まゆみ氏（作家／地域雑誌編集者）
　＜なにわ・大阪文化遺産学研究センターからの出席者＞
　髙橋　隆博（なにわ・大阪文化遺産学研究センター長／関西大学博物館長／関西大学文学部教授）
　藪田　　貫（なにわ・大阪文化遺産学研究センター総括プロジェクト・リーダー／関西大学文学部教授）
　熊　　博毅（博物館事務長）
　森本　幾子（なにわ・大阪文化遺産学研究センターP.D.）
　今年度は、なにわ・大阪文化遺産学研究センターの活動が始動して以来、第１回目の外部評価委員会を開
催した。外部評価委員会は、センターの調査・研究活動について、客観的な視点から評価してもらい、評価
委員の意見や感想をふまえた上で、今度のセンターの研究に反映させていくことを目的としている。
　まず、P.D.森本から、配布資料の確認と説明をおこなった。つづいて、髙橋センター長からセンターの基
本的なコンセプトと祭礼遺産・生活文化遺産・学芸遺産・歴史資料遺産の各プロジェクトについて説明をお
こなった。その後、各評価委員より質問を受けながら、センターの評価について具体的な意見や感想をいた
だいた。最後に、藪田総括プロジェクトリーダーから今後の外部評価委員会の予定についての説明があり、
委員会を終了した。
外部評価委員会の様子
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　 •  これまで出版されているものをみると、新聞やテレビなど、情報メディア
を使い分けながら上手に情報発信が出来ていると思う。
　 •  刊行物は、それに携わる研究員が面白い、楽しいという気持ちでやってい
る様子がストレートにこちらへ伝わってくる。
　 •なにわ・大阪文化遺産学研究センターは将来、もっと飛躍すると思う。
　 •  叢書はすばらしいと思うが、補助金を受けて刊行したものは販売禁止というのは驚きである。普及とい
う意味からも一般の出版社と連携しながら情報発信をしていく手立てを考えてもらいたい。
　 •なにわ・大阪文化遺産学研究センターの活動は、学生の教育にも強い力になっていくと思われる。
　 •  現場を見せると感動する学生は多い。簡単なハウツーの手引書をつくって徐々にレベルアップをはかれ
ばよい。
　 •  年報をはじめとしてセンターの出版物は、ほどんどがA4判であるが、個人で所蔵するにはA4判は大き
い。ポピュラーな内容のものについては、A6判からB6判で発行してもらいたい。
　 •  近代のことがらは、現在の自分の時代とつながっているので
分かりやすいという点から、近代にも重点を置いてもらいた
い。近代を研究する場合には、オーラルヒストリーの収集が
欠かせない。テープレコーダーで音だけを拾うのではなく、
映像と音を同時に記録する方が良いだろう。そのためには、
ビデオを上手に活用すればよい。また、ただ収集するだけで
はなく、収集したものをきちんと分類・整理しておくことが
大切である。
　 •  小学校や中学校に対する副読本は是非とも実現してもらいたいが、その際は４つの研究プロジェクトの
成果を網羅したものにしてもらいたい。大阪には、神社が少なく、寺院が多いがそうしたことは、大阪
人の精神文化を垣間見る手立てとなる。次代に継承させる意味でも副読本の実現は必要であると思う。
　 •  センターのひとつのポイントとして「食」文化があるが、なにわ伝統野菜だけではなく、大阪の料亭文
化というものにも焦点をあててもらいたい。大阪の料亭文化は、江戸時代から非常にすすんでおり、そ
の頃の料亭の献立も残っている。そうした点も明らかにしてもらいたい。
　 •  指定管理者制度の導入などで、貴重な資料を持っている人も、自分の資料が将来的にどうなるか分から
外部評価委員会にて評価委員から出された意見および感想
井上　宏氏
森　まゆみ氏
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ないということから、自治体に資料を預けることにためらいを持ちはじめ
ている。そうした状況だからこそ、大学が信用されるようになるのではな
いか。
　 •  寄贈があった資料については、センターの出版物の後ろにいれてPRして
いくことが大切である。
　 •  報告書には写真がたくさん入っており、そうした点を見ただけでも時代が
変わったということを感じる。映像や音の記録は大切で、片手間ではでき
ない。新聞社の取材では、記者以外にカメラマンがきちんとついている。
記録に残すという自覚を持って撮るのと、漠然と撮るのとでは結果が違っ
てくる。音も現場で採取する必要がある。映像資料は、20年後、30年後に
生きてくる。そのために、責任者をきちんと決めてできるだけ早い時点で整理をしておくことが大切で
ある。
　 •センターのホームページを充実させ、センターのURLをきちんと入れておいたほうがよい。
永井　芳和氏
